
4車線化事業（松山自動車道）
令和7年4月19日 一部開通

4車線化事業（高松自動車道）
平成31年3月 全線開通

4車線化事業（徳島自動車道）
「脇町・美馬間」 橋梁上部工

区画柵の試行設置（高知自動車道）

要 望 書

令和７年８月２１日

徳島県知事 後藤田正純
香川県知事 池田 豊人

愛媛県知事 中村 時広

高知県知事 濵田 省司

～ 高速道路の安全性向上について ～

写真提供：西日本高速道路株式会社



・ 長大橋梁やトンネル区間において、

区画柵の試行設置を早期に進め、性能検証を完了するとともに、

速やかに残る区間への横展開を図ること。

・ また、視認性向上のための「路面標示改良」、

速度抑制を促す「注意喚起の拡充」など、

即効性のある対策を早期に図ること。

・ 暫定２車線区間において、

正面衝突事故の抜本的対策となる４車線化の早期実現に向け、

事業中区間の整備加速を図ること。

・ また、「高速道路における安全・安心基本計画」で選定された

「優先整備区間」の未事業化区間の早期事業化を図ること。

要 望 事 項

① ４車線化の早期実現を！

② 暫定２車線区間の緊急的な安全対策を！

四国の高速道路は、県民の暮らしはもとより、経済・産業の発展を支え、

人口減少下にあるからこそ求められる生産性向上を図る手段として必要不

可欠な交通インフラです。

この度、暫定２車線区間において、繰り返し発生した正面衝突による死

亡事故は、道路利用者に大きな不安をもたらしており、四国における地方

創生の妨げとなることが危惧されます。

このような現状を重く受け止め、去る令和７年８月８日には、四国４県

知事による共同宣言を取りまとめました。

この一環として、８月１３日には、四国４県警と合同で、「吉野川サー

ビスエリア」において、交通安全啓発活動を実施するなどの取組強化を

図ったところであります。

中四国や九州、関西等との交流促進に寄与する高速道路の安全性向上を

図るため、４県一丸となって、以下の事項を強く要望します。

記
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高速道路の早期４車線化 及び 緊急的な安全対策の実現について

【課題】
・全国と比べ、暫定２車線区間が多く存在
・正面衝突事故の発生リスクが高い
・正面衝突による死亡事故が発生
  【Ｒ７年度：３件（死者４名）】

高速道路の正面衝突事故防止対策に
関する技術検討委員会

徳島道・松山道・高知道で試行設置予定

※第 8回技術検討委員会資料より

 区画柵の試行設置の早期完了を！
 残る区間への速やかな横展開を！

R7.8.5

：高速道路（有料区間）

：暫定２車線区間
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⇒道路利用者に大きな不安

＜長大橋梁・トンネル区間＞
４車線化事業の進捗状況を踏まえ
緊急的な安全対策となる区画柵の設置を拡大

【イメージ】
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＜高速道路の安全性向上！＞
４車線化の早期実現

暫定２車線区間の緊急的な安全対策

【高速道路における安全・安心基本計画(R元.9)】

R7.7.17 トンネル区間
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津島高田

（7.8）

◆交通管理者・道路管理者・県等が合同で
啓発活動を実施(吉野川ＳＡ)

◆交通事業関係団体等に
安全運転意識向上のための緊急要請
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４車線化に向けた連携強化！

R7.8.8

４県・関係機関と連携して
全線４車線化の早期実現に取り組みます！

緊急的な安全対策の促進！
区画柵の設置や路面標示改良、
速度抑制を促す注意喚起の拡充を要望します！

交通安全啓発活動の強化！
道路利用者の安全運転意識の向上を図ります！

「四国４県」の連携した取組
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高速道路の暫定２車線区間における安全性向上に関する共同宣言 

 

 

 高速道路は、四国４県の県民の暮らしはもとより、経済・産業の発展を支える基

幹的な交通インフラです。 

 この度、四国の暫定２車線区間で繰り返し発生した正面衝突による死亡事故は、

道路利用者に大きな不安をもたらしており、四国における地方創生の妨げとなるこ

とが危惧されます。 

 私たちは、この現状を重く受け止め、高速道路の安全性向上を目的に、以下の取

組を力強く推進していくことをここに宣言します。 

 

 

１．高速道路の４車線化の早期実現に向けた連携強化 

暫定２車線区間の４車線化の早期実現に向け、国及び高速道路会社に対する要

望活動について、関係機関との連携を強化してまいります。 

 

２．緊急的な安全対策の促進 

長大橋梁やトンネル区間において、上下線を区分する区画柵の設置や視認性向

上のための路面標示改良、速度抑制を促す注意喚起の拡充など、国及び高速道路

会社に対して、即効性のある対策を要望してまいります。 

 

３．交通安全啓発活動の強化 

交通事業関係団体等に対し、交通事故防止対策の徹底について緊急要請を行う

とともに、運転者への出発前点検や交通ルールの遵守、速度抑制等の啓発につい

て行政・警察・高速道路会社などと連携し、道路利用者の安全運転意識の向上を

図ってまいります。 

 

 

 令和７年８月８日 

 

徳島県知事  後 藤 田 正 純     

香川県知事  池 田   豊 人     

愛媛県知事  中 村   時 広     

高知県知事  濵 田   省 司     

＜参考＞ 
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